本館所蔵 古文書摘録 (三) -下京中出入之帳- by 柴辻 俊六
評
価
は
後
日
に
托
さ
れ
た
。
京
中
出
入
之
帳
本
館
所
蔵
の
特
別
図
害
の
う
ち
に
、
「
下
京
中
出
入
之
帳
」
と
題
す
る
一
冊
(
+
三
丁
）
の
帳
筋
が
あ
る
°
明
治
四
十
年
に
、
本
館
が
朝
河
貫
一
氏
よ
り
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
伝
来
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
本
館
館
長
で
あ
っ
た
市
島
謙
吉
（
春
城
）
氏
ら
の
関
係
し
た
国
書
刊
行
会
に
よ
っ
て
、
明
治
四
十
二
年
に
『
続
々
群
書
頬
徒
』
（
第
十
六
巻
雑
部
）
の
中
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
解
題
の
全
文
に
は
、
「下
（
マ
マ
）
一
巻
、
本
書
は
外
題
肩
書
に
元
亀
四
年
六
月
十
八
日
と
あ
り
、
本
文
に
よ
れ
ば
、
下
京
中
よ
り
出
銀
し
て
殿
様
初
め
家
来
一
同
に
進
上
せ
し
記
録
な
り
、
按
ず
る
に
殿
様
は
、
艤
田
信
長
を
云
う
敷
、
此
年
、
信
長
上
洛
し
て
七
月
京
中
の
地
子
銭
を
免
除
し
た
る
事
あ
れ
ば
な
り
°
猶
後
考
を
埃
つ
。
早
稲
田
大
学
所
蔵
原
本
に
よ
り
採
取
す
。
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
原
本
と
し
な
が
ら
も
、
「
後
考
を
埃
つ
」
と
し
て
、
そ
の
内
容
の
検
討
及
び
歴
史
的
今
回
、
改
め
て
、
こ
れ
を
詳
細
に
検
討
し
な
お
し
て
み
て
、
『
続
々
群
書
類
従
』
収
録
の
も
の
に
、
二
十
力
所
余
の
誤
読
が
あ
り
、
際
の
形
態
上
に
も
問
題
が
あ
っ
て
、
か
な
ら
ず
し
も
、
原
本
の
形
態
を
正
確
に
伝
え
て
い
な
い
点
も
多
い
の
で
、
こ
こ
に
改
め
て
、
そ
の
全
文
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
う
。
さ
ら
に
、
本
書
は
、
す
で
に
明
治
四
十
二
年
に
一
応
の
紹
介
が
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
幾
多
の
京
都
史
研
究
、
一
、
は
じ
め
に
I
下
京
中
出
入
之
帳
ー
'
|
虹
鱈
古
文
書
摘
録
（
三
）
柴
辻
俊
ま
た
活
字
化
す
る
r, 
/'¥ 
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表紙共13丁 ） 
お
よ
び
織
田
信
長
研
究
に
お
い
て
、
全
く
利
用
さ
れ
た
形
跡
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
史
料
的
な
価
値
評
価
の
決
定
も
ま
っ
た
く
放
元
lb
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
そ
の
内
容
的
検
討
を
試
み
て
、
木
書
の
正
確
な
位
骰
づ
け
を
し
、
そ
の
上
で
、
多
方
面
の
研
究
史
料
と
し
て
利
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て、
本
書
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
o
二
、
形
態
お
よ
び
本
文
の
紹
介
古
文
害
摘
録
(
-―
）
）
内
の
数
字
は
、
本
文
末
に
ま
と
め
て
示
し
た
補
注
で
あ
る
。
）
は
、
筆
者
が
ま
ず
、
そ
の
表
紙
を
示
す
と
、
上
の
よ
う
で
あ
る
。
表
紙
も
本
文
と
同
一
紙
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
そ
の
前
後
に
二
枚
（
裂
一
―
―
枚
）
の
遊
び
紙
が
入
れ
て
あ
り
、
そ
の
上
に
雲
紙
の
厚
表
紙
を
後
補
し
て
い
る
。
本
文
の
各
紙
と
も
本
館
に
収
蔵
さ
れ
る
前
か
ら
、
裏
打
ち
が
施
さ
れ
て
お
り
、
や
や
厚
手
に
み
え
る
が
、
も
と
は
蒋
手
の
紙
を
袋
綴
じ
に
し
た
、
極
め
て
簡
略
な
装
訂
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
°
問
題
は
、
本
書
が
原
本
、
つ
ま
り
、
元
亀
四
（
一
立
七
―-
）
年
六
月
十
八
日
に
、
下
京
中
に
お
い
て
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
一
定
期
間
後
に
、
何
ら
か
の
必
要
が
あ
っ
て、
そ
れ
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
か
の
判
断
で
あ
る
。
こ
の
点
、
筆
勢
、
箪
法
な
ど
か
ら
判
断
す
る
ほ
か
一
、
二
の
研
究
者
の
ご
意
見
で
は
、
原
本
ら
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
次
に
、
そ
の
本
文
を
示
し
、
可
能
な
範
囲
で
の
補
注
を
加
え
て
み
た
い
と
1
心
う
。
た
だ
し
、
文
中
の
」
は
改
丁
を
示
し
、
傍
注
の
（
付
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
各
事
項
の
下
に
付
し
た
（
〔
下
京
中
出
入
之
帳
〕
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（
組
）
二
町
の
く
ミ
残
九
貰
四
百
八
拾
壱
匁
五
分
八
町
銀
四
貫
四
百
七
拾
弐
匁
此
内
三
百
舟
七
匁
五
分
残
四
貰
百
州
四
匁
五
分
此
内
八
拾
六
匁
（
鉾
）
此
銀
壱
貫
六
百
七
拾
七
匁
長
刀
ほ
こ
の
町
や
く
ら
の
か
う
り
よ
く
」
残
五
賀
七
百
州
六
匁
壱
分（
典
）
（
組
）
た
つ
ミ
の
く
ミ
十
―
町
銀
六
貫
百
四
拾
九
匁
此
内
四
百
十
二
匁
九
分
佗
事
（
組
）
西
の
く
ミ
矢
田
町
（
佗
）
此
内
廿
壱
匁
五
分
わ
び
事
す
し
（
枚
）
壱
町
―
ー
拾
三
ま
い
つ
4
十
七
町
分
此
銀
九
貫
五
百
三
匁 （
組
）
中
の
く
ミ
（
組
）
（
寄
）
五
く
ミ
の
よ
り
銀
日
記
-50-
残
壱
貫
五
百
九
拾
壱
匁
十
五
町
銀
八
貫
三
百
八
拾
五
匁
此
内
百
廿
壱
匁
七
分
下
京
五
拾
四
町
二
銀
弐
百
拾
五
匁
同
百
七
拾
弐
匁
妙
覚
寺
ぃ
（
本
能
寺
）
ほ
ん
の
う
し
図
（
立
本
）
り
う
ほ
ん
寺
固
（
要
法
）
よ
う
ほ
う
寺
14
古
文
書
摘
録
(
=
-
）
同
八
拾
六
匁
同
弐
百
拾
五
匁
下
京
か
ま
へ
の
内
寺
銀
之
分
五
く
ミ
の
わ
ひ
事
二
引
残
而
銀
弐
拾
九
貫
弐
百
六
匁
四
分
L 
同
廿
壱
匁
五
分
同
廿
壱
匁
五
分
銀
廿
壱
匁
同
四
拾
三
匁
同
四
拾
三
匁
銀
廿
壱
匁
五
分
き
よ
し
（
妙
経
堂
）
ミ
や
う
け
う
し
（
安
淀
寺
）
あ
ん
や
う
し
側
（
妙
心
[
)
ミ
よ
う
し
ん
寺
岡
（
御
影
幽
）
ミ
ゑ
い
た
う
闘
（
本
此
寺
）
ほ
ん
か
く
し
⑫
（
桜
）
か
ま
の
さ
く
ら
の
寺
⑬
（
錦
）
に
し
き
の
小
路
あ
を
や
惣
以
上
合
参
拾
貫
弐
百
五
拾
二
匁
以
上
壱
貫
四
拾
五
匁
六
分
同
八
拾
六
匁
同
八
匁
六
分
此
内
九
百
七
拾
九
匁
六
分
代
弐
百
文
但
銀
七
百
弐
ま
い
也
代
五
貫
文
銀
惣
合
参
拾
貫
百
八
十
六
匁
代
弐
貫
文
同
所
同
廿
五
匁
残
八
貫
弐
百
六
拾
三
匁
三
分
一
連
社
m
（
因
幡
堂
）
い
な
は
た
う
⑧
同
拾
四
匁
同
九
匁
五
分
秋
の
野
の
道
場
固
（
長
徳
寺
）
ち
ゃ
う
と
く
し
（
艮
）
（
組
）
う
し
と
ら
の
く
ミ
同
四
拾
三
匁
妙
他
寺
15
四
条
と
う
も
ん
（
妙
尿
）
め
う
せ
ん
寺
L 
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同
八
百
六
十
匁
同
八
百
六
十
匁
銀
弐
百
拾
五
匁
同
弐
百
拾
五
匁
同
弐
百
拾
五
匁
同
五
百
拾
五
匁
同
四
百
州
匁
同
弐
百
五
十
八
匁
同
弐
貫
百
五
十
匁
同
弐
百
拾
五
匁
同
六
百
四
拾
五
匁
と
こ
山
殿
内
衆
柴
田
殿
内
衆
同
四
百
州
匁
同
固
貫
参
百
目
但
金
一
ま
い
ふ
ん
同
四
百
州
匁
銀
拾
貫
七
百
五
拾
匁
但
金
三
ま
い
ふ
ん
同
壱
貫
弐
百
九
拾
匁
使
申
銀
の
日
記
と
こ
山
殿
柴
田
理
介
殿
（
冑
）
あ
を
山
殿（伊
双
守
勝
豊
）
柴
山
お
い
か
ま
さ
ま
こ
す
き
殿
始
日
各
へ
礼
（
必
谷
川）
宗
仁
（
長
秀
）
丹
羽
五
郎
左
衛
門
殿
（
頼
隆
）
蜂
屋
殿
（
藤
学
）
細
川
兵
部
大
輔
殿
柴
山
節
左
衛
門
尉
殿
同
人
殿
様
（
勝
家
）
柴
田
殿
（餓Ell
伯
長
）
殿
様
L 
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古
文
祁
摘
録
(
-
―
-
）
同
弐
百
十
五
匁
同
弐
百
十
五
匁
同
弐
百
十
五
匁
同
三
百
拾
囮
匁
五
分
同
廿
壱
匁
五
分
同
百
廿
九
匁
同
四
拾
三
匁
同
四
拾
二
匁
同
拾
匁
同
八
百
六
拾
匁
同
百
廿
九
匁
同
弐
百
拾
五
匁
同
六
十
四
匁
五
分
ふ
き
へ
り
同
州
八
匁
扇
百
五
十
本
御
小
人
衆
三
人
を
く
ら
の
ふ
ん久
大
夫
殿
同
百
六
拾
壱
匁
（
荒
木
村
煎
）
あ
ら
き
殿
宗
仁
へ
ま
つ
の
取
か
ヘ
ニ
返
巾
候(fl
盛）
佐
久
問
殿
（
武
井
）
夕
庵
（
松
井
友
閑
）
ゆ
う
か
ん
（
島
田
秀
順
）
し
ま
旧
殿
(
i
い
政
）
塙
九
郎
左
衛
門
尉
殿
（
光
秀
）
明
智
殿
（
貞
勝
）
村
井
殿
（
可
軍
）
金
森
殿
と
こ
山
殿
振
舞
今
疫
の
入
め
但
西
院
山
の
う
ち
方
へ
陪
小
日
記
あ
り
敗
様
の
い
く
田
殿
同
百
目
同
五
た
ん
各
ミ
日
記
あ
り
ゑ
ち
こ
拾
た
ん
各
ヘ
同
五
百
目
同
廿
五
た
ん
柴
田
殿
同
百
め
同
同
百
廿
九
匁（
絨
）
同
弐
百
日
し
4
ら
拾
端
殿
様
（
織
Il
伯
忠
）
御
き
ミ
や
う
様
上
怠
様
や
す
い
殿
同
四
百
州
め
永
加
同
百
廿
九
匁
同
四
拾
六
匁
同
百
川
匁
同
百
六
拾
五
匁
同
弐
百
十
五
匁
L_  
同
六
拾
四
匁
五
分
同
八
十
六
匁
同
弐
百
十
五
匁
同
弐
百
拾
五
匁
同
弐
百
拾
五
匁
道
八
与
介
両
人
（
会
冷
）
か
い
力
ぅ
内
衆
ま
て
会
所
銀
あ
つ
め
西
洞
院
巾
入
め
方
ミ
ヘ
飛
脚
今
度
柴
田
殿
勧
入
の
御
状
に
て
馳
走
の
入
め
上
使
衆
さ
い
し
や
う
入
め
同
八
拾
六
匁
芥
川
殿
同
七
拾
五
匁
同
四
拾
九
匁
（
掘
）
（
掘
位
）
西
の
ほ
り
の
ほ
り
ち
ん
（
構
）
西
四
条
口
か
ま
へ
の
入
ICI
l_  
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同
五
十
枚
又
一
枚
宗
仁
銀
子
百
枚
又
一
枚
同
以
上
六
百
六
拾
五
枚
五
両
同
壱
枚
同
十
枚
柴
田
殿
同
八
拾
枚
御
馬
廻
御
小
者
迄
金
子
参
枚
銀
替
州
枚
同
同
―
―
―
枚
金
森
殿
銀
子
弐
百
五
拾
枚
殿
様
同
五
枚
村
井
殿
遣
日
記
（
中
扉
）
L 
同
五
枚
明
智
殿
同
六
枚
塙
九
郎
左
衛
門
尉
殿
惣
以
上
合
州
貫
百
七
拾
弐
文
匁
紙
数
八
丁
墨
付
也
L 
同
五
枚
岨
田
殿
同
五
枚
ゆ
う
か
ん
同
五
枚
夕
庵
同
八
拾
六
匁
湯
入
の
御
衆
へ
取
か
へ
同
五
枚
助
三
郎
同
五
枚
大
輔
殿
同
廿
壱
匁
五
分
同
廿
壱
匁
五
分
同
三
百
目
今
度
下
の
使
＼
佐
久
間
殿
杉
原
三
束
今
度
ち
ゃ
う
か
う
し
各
御
下
之
時
と
こ
山
殿
米
田
殿
同
五
枚
荒
木
殿
同
四
拾
三
匁
同
廿
一
枚
蜂
屋
殿
同
拾
七
匁
丹
羽
五
郎
左
衛
門
尉
殿
同
州
五
匁
帯
五
た
け
日
記
あ
り
五
十
枚但
銀
子
二
枚
五
石
五
両
銀
子
廿
一
枚
米
宗
仁
同
四
拾
五
匁
柴
田
殿
た
る
入
め
同
柴
LB
殿
内
衆
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古
文
瞥
摘
録
(
-―）
紙
数
二
丁
墨
付
也
惣
以
上
六
百
九
十
三
枚
―
町
十
三
枚
宛
補
注
①
日
迎
宗
一
―
―
具
足
山
の
一
、
延
元
四
年
、
衣
棚
押
水
路
に
開
創
、
天
正
十
九
年
現
地
に
移
る
o
(
『
全
国
寺
院
明
鑑
』
・
『
大
日
本
寺
院
総
屁
』
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
。
③
日
蓮
宗
、
天
文
十
四
年
、
六
角
四
条
坊
門
油
小
路
西
洞
院
の
間
に
造
営
°
秀
吉
の
時
、
現
地
に
移
る
0
三
、
内
容
的
検
討
木
文
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
は
三
つ
の
性
格
の
異
な
る
部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
弐
拾
枚
公
方
衆
都
合
六
百
七
拾
参
枚
二
文
目
ー
五
斗
徳
山
殿
め
し
の
入
目
ー
拾
四
石
六
斗
参
升
但
銀
子
七
枚
参
両
六
匁
ー
以
上
七
枚
五
両
二
文
目
銀
子
小
遣
日
記
銀
十
文
め
L―-
―
つ
は
、
最
初
の
「
五
く
ミ
の
よ
天
正
五
年
天
正
十
五
要
法
寺
の
⑥
日
蓮
宗
、
明
徳
四
年
、
押
小
路
堀
川
の
西
南
に
転
じ
、
今
出
川
京
極
に
移
る
o
い
日
蓮
宗
、
天
文
十
九
年
、
綾
小
路
堀
川
に
再
建
し
て
要
法
寺
と
改
F
o
 
席
伺
日
述
宗
、
天
文
六
年
に
西
洞
院
四
条
南
に
再
興
し
、
天
正
十
九
年
に
京
極
へ
移
る
o
⑱
吉
亨
軒
蔵
「
応
仁
乱
以
前
平
安
古
図
」
に
、
二
条
押
小
路
に
秋
野
と
み
え
て
い
る
の
と
同
一
か
°
り
同
右
に
、
東
洞
院
六
角
堂
の
南
に
、
一
連
社
あ
り
0
⑱
新
義
真
言
、
平
等
寺
、
因
幡
薬
師
と
い
う
、
下
京
区
松
原
通
烏
丸
東
の
現
地
に
あ
り
0
⑲
浄
土
宗
、
天
永
年
間
に
現
地
（
中
京
区
新
京
極
通
蛸
薬
師
下
ル
）
に
移
る
o
⑩
浄
土
宗
、
下
京
区
狐
寺
町
°
⑩
時
宗
、
新
善
光
寺
、
享
禄
二
年
五
条
新
町
北
に
移
り
、
年
現
地
に
移
る
o
⑫
浄
土
宗
、
天
正
十
九
年
、
祁
辻
烏
丸
よ
り
移
る
o
⑬
真
言
宗
、
福
勝
寺
、
「
応
仁
乱
以
前
平
安
古
図
」
に
、
束
隣
り
に
並
ん
で
い
る
o
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元
の
ご
と
く
出
来
屹
（
七
月
）
。
こ
れ
は
、
り
銀
日
記
」
．の
部
分
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
下
京
中
の
五
つ
の
町
組
と
「
下
京
か
ま
へ
の
内
寺
銀
之
分
」
と
し
て
、
町
方
で
徴
収
し
た
入
銀
の
覚
害
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
か
り
に
〔
イ
〕
と
し
て
お
く
。
そ
の
二
は
、
「
使
中
銀
の
日
記
」
の
部
分
で
あ
り
、
町
方
よ
り
〔
イ
〕
で
徴
収
し
た
銀
を
種
々
な
用
途
で
支
出
し
た
出
銀
の
覚
書
で
あ
る
。
こ
れ
を
〔
口
〕
と
し
て
お
く
。
―
―
―
は
、
後
半
二
丁
の
「
述
日
記
」
の
部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
〔
口
〕
の
部
分
を
再
集
計
し
て
、
整
理
し
な
お
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
〔
ハ
〕
と
し
て
お
く
。
そ
れ
は
、
数
字
的
な
も
の
と
内
容
的
な
も
の
を
逐
一
比
較
し
た
結
果
、
〔
口
〕
と
同
一
内
容
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
〔
ハ
〕
を
あ
え
て
作
製
し
た
意
味
は
、
充
分
に
考
え
な
け
れ
ば
内
容
的
な
検
討
に
入
る
ま
え
に
、
従
来
の
研
究
史
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
期
の
京
都
お
よ
び
織
田
信
長
の
動
向
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
永
禄
十
一
（
一癸八）
年
九
月
の
信
長
入
京
お
よ
び
元
亀
四
年
四
月
の
再
入
京
に
閑
し
て
の
記
事
は
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
文
献
に
み
ら
れ
、
す
で
に
そ
の
紹
介
も
な
さ
れ
て
い
る
（
藤
田
元
春
『
平
安
京
変
滋
史
』
昭
和
9
•
京
都
市
『
京
都
の
脱
史
』
第4
登
昭
和
4
4他
）
。
そ
れ
ら
の
文
献
は
大
別
し
て、
『
言
継
卿
記
』
や
『
原
本
信
長
公
記
』
な
ど
の
同
内
の
記
録
と
、
『
耶
蘇
会
士
日
本
通
信
』
・
『
キ
リ
ッ
ク
ソ
大
名
史
』
な
ど
の
外
国
人
の
手
に
な
っ
た
記
録
と
に
な
る
°
双
方
と
も
細
部
に
お
い
て
は
、
若
干
の
認
識
の
相
迩
が
み
ら
れ
る
が
、
大
筋
に
お
い
て
は
、
こ
の
期
の
信
長
の
入
京
、
お
よ
び
京
中
の
そ
れ
え
の
対
応
の
様
相
を
か
な
り
具
体
的
に
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
で
の
問
題
と
し
て
い
る
元
亀
四
（
天
正
元
）
年
四
月
の
再
入
京
の
場
合
に
限
っ
て
み
て
も
、
『
原
木
信
長
公
記
』
に
よ
る
と
、
東
山
智
恩
院
に
至
っ
て
信
長
御
居
陣
、
賭
手
の
勢
衆
白
川
・粟
田
ロ
・祇
園
・消
水
・
六
波
蝉
・応
羽
・竹
田
在
々
所
々
に
陣
取
り
候
（
三
月
二
十
九
n)。
先
洛
外
の
棠
塔
寺
庵
を
除
き
御
放
火
候
、
此
上
に
て
も
上
慈
次
第
た
る
べ
き
旨
、
御
扱
ひ
を
懸
け
ら
れ
候
へ
ど
も
、
御
許
容
な
き
の
間
、
御
了
筒
及
ば
れ
ず
、
翌
日
又
、
御
構
を
押
へ
上
京
御
放
火
候
、
妥
に
て
抱
え
難
く
思
食
さ
れ
、
御
和
談
あ
る
べ
き
の
旨
上
窓
候
（
四
月
―――日）。
今
度
上
京
御
放
火
に
付
い
て
、
町
人
迷
惑
仕
る
べ
き
と
思
食
さ
れ
、
地
子
銭
•
諸
役
儀
等
指
を
か
せ
ら
れ
、
添
き
の
由
申
候
て
、
即
時
に
町
々
家
屈
と
み
え
て
お
り
、
信
長
の
出
陣
の
様
子
、
将
軍
義
昭
へ
の
示
威
的
な
軍
事
行
動
お
よ
び
上
京
放
火
の
経
過
な
ど
を
記
し
て
い
る
°
こ
れ
を
『
日
木
西
教
史
』
（
史
料
的
に
は
問
題
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
）
で
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
o
な
ら
な
い
。
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文
沢
ぃ
摘
録
(
-
―
-
）
千
五
百
七
十
三
年
第
五
月
四
日
（
三
月
二
十
九
日
）
に
当
て
、
信
長
は
軍
を
進
め
京
都
に
入
る
に
、
に
命
令
を
下
し
て
曰
く、
下
京
の
人
家
は
之
を
一
も
焼
滅
せ
し
む
可
ら
ず
、
上
京
は
焼
滅
す
る
も
妨
げ
な
し
と
、
是
に
於
て
上
京
の
地
は
啄
掠
の
財
貨
及
び
屑
数
の
男
女
其
数
幾
許
な
る
か
を
知
ら
ず
、
而
し
て
後
、
所
々
に
放
火
し、
市
街
の
大
半
は
遂
に
灰
繍
と
な
り
、
焼
失
の
戸
数
六
七
千
、
或
は
焼
失
し、
或
は
破
毀
し
た
る
殿
堂
大
な
る
も
の
二
十
、
小
な
る
も
の
八
十
に
及
べ
り
、
こ
こ
に
、
信
長
入
京
に
際
し
て
の
上
京
焼
打
ち
事
件
の
経
過
が
記
さ
れ
、
下
京
に
つ
い
て
は
「
人
家
は
之
を
一
も
焼
滅
せ
し
む
可
ら
ず
」
と
い
っ
た
対
比
で
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
も
、
従
来
多
く
説
か
れ
て
き
た
よ
う
に
、
上
京
と
下
京
と
の
歴
史
的
な
町
の
性
格
お
よ
び
信
長
へ
の
対
応
の
相
迎
と
い
っ
た
こ
と
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
『
京
都
の
歴
史
』
（
第
四
務
九
0
頁
）
の
よ
う
に
、
上
京
焼
付
ち
が
、
将
軍
義
昭
へ
の
威
嚇
と
も
み
れ
る
し
、
そ
れ
以
上
に
、
下
京
の
経
済
的
な
利
用
価
値
を
信
長
が
考
應
し
て
の
こ
と
だ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
0
上
京
・
下
京
の
信
長
に
対
す
る
対
応
の
相
迩
し
て
い
く
経
過
は
、
『
耶
蘇
会
士
日
本
通
信
』
（
下
巻
、
異
国
菜
祁
本
に
よ
る
、
こ
れ
も
エ
ヴ
ォ
ラ
版
屯
ぃ
翰
集
と
比
較
し
た
場
合
、
問
迎
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
）
に
、
か
な
り
詳
細
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
と
く
に
本
書
の
〔
イ
〕
の
部
分
に
直
接
的
な
関
連
を
も
っ
て
く
る
下
京
中
の
信
長
に
対
す
る
献
銀
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
上
及
下
の
都
の
住
民
は
日
木
六
十
六
ヶ
国
の
頭
に
し
て、
又
名
巻
た
る
都
を
焼
く
時
は
、
被
害
全
国
に
及
ぶ
が
故
に
、
極
力
之
を
焼
払
は
ざ
ら
ん
こ
（ママ）
と
を
信
長
に
諮
ひ
、
上
の
都
は
之
が
為
め
銀
千
三
百
枚
を
、
下
の
都
は
五
百
枚
を
信
長
に
、
三
百
枚
を
其
部
将
に
贈
り
た
り、
と
あ
り
、
下
京
は
合
計
銀
八
百
枚
を
信
長
に
献
ず
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
信
長
は
遂
に
下
の
都
の
希
箪
を
容
れ
、
之
を
焼
か
ざ
る
ぺ
し
と
の
書
付
を
与
え
、
其
軍
隊
に
対
し
て
は
、
若
し
害
を
加
ふ
る
者
あ
ら
ば
、
厳
罰
に
処
す
べ
し
と
達
し
、
叉
被
等
を
困
態
せ
し
め
ず
、
信
長
去
り
た
る
後
、
公
方
様
圧
迫
を
加
ふ
る
こ
と
な
か
ら
ん
為
め
、
銀
八
百
枚
を
免
除
せ
り
、
と
、
上
京
と
の
対
比
に
お
い
て
、
下
京
は
焼
打
ち
を
ま
ぬ
が
れ
、
か
つ
、
献
銀
も
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
『
キ
リ
シ
ク
ン
大
名
史
』
・
『
日
本
西
教
史
』
な
ど
で
も
、
ほ
ぼ
同
一
の
記
述
を
し
て
い
る
が
、
銭
念
な
が
ら
、
日
本
側
の
史
料
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
具
体
的
な
記
述
を
し
た
も
の
は
、
従
来
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
元
亀
四
年
四
月
二
日
の
時
点
で
あ
る
（
上
京
は
翌
三
日
に
焼
き
打
ち
さ
れ
た
）
。
と
こ
ろ
が
、
本
書
に
よ
る
一
人
の
之
に
抗
す
る
者
あ
ら
ず
、
信
長
は
諸
兵
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と
、
そ
の
年
時
は
、
元
亀
四
年
の
六
月
十
八
日
と
あ
り
、
こ
の
時
点
で
、
下
京
中
か
ら
信
長
側
に
七
百
三
枚
余
の
銀
が
実
際
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
見
し
て
両
者
の
間
に
事
実
関
係
の
相
迎
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
が
、
さ
ら
に
、
『
耶
菰
会
士
日
本
通
信
』
を
読
み
進
ん
で
い
く
と
、
信
長
が
義
昭
と
一
旦
講
和
し
て
、
近
江
に
引
き
あ
げ
た
五
月
二
十
二
日
以
降
（
原
本
信
長
公
記
）
と
思
わ
れ
る
時
点
の
こ
と
と
し
て
、
其
後
、
都
の
住
民
の
年
寄
等
協
談
し
、
信
長
は
銀
五
百
枚
と
部
将
に
対
す
る
二
百
枚
so虹
圧
芦
ご
名
冗
除
し
た
け
れ
ど
も
、
市
の
将
来
の
安
全
の
為
め
及
び
下
の
都
を
焼
か
ざ
り
し
恩
恵
に
対
す
る
感
謝
の
為
め
之
を
美
涙
国
に
持
参
す
る
こ
と
然
る
べ
く
、
又
住
民
よ
り
徴
集
す
べ
き
銀
の
残
額
は
市
内
の
堀
を
一
層
深
く
叉
広
く
す
る
為
め
、
並
に
他
の
防
禦
工
事
の
為
め
に
使
用
す
べ
し
と
決
し
、
之
が
為
め
大
小
の
各
町
に
銀
十
三
枚
を
課
し
た
り
°
と
あ
り
、
右
の
よ
う
に
、
下
京
中
の
年
寄
ら
が
協
厳
し
て
、
改
め
て
信
長
対
策
と
し
て
銀
七
百
枚
を
献
銀
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
惣
町
に
―
町
ず
つ
十
―
―
一
枚
の
銀
を
割
り
あ
て
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
事
実
が
全
く
本
書
の
内
容
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
数
値
的
な
も
の
を
比
較
す
れ
ば
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
°
つ
ま
り
、
『
耶
蘇
会
士
日
本
通
信
』
で
は
、
下
京
の
献
銀
の
総
額
を
七
百
枚
と
し
、
対
し
、
本
書
に
は
、
〔
イ
〕
の
部
分
に
そ
の
総
額
を
七
百
三
枚
と
し
、
各
町
十
三
枚
宛
と
し
て
い
る
。
く
す
る
と
か
、
他
の
防
御
平工
事
に
使
用
す
る
経
骰
も
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
が
、
の
ほ
り
ち
ん
」
と
か
、
「
西
四
条
口
か
ま
へ
の
入
目
」
と
い
っ
た
出
銀
項
目
が
あ
る
こ
と
と
一
致
す
る
。
た
だ
、
信
長
に
銀
五
百
枚
、
枚
を
献
じ
た
と
い
う
点
に
閲
し
て
は
、
そ
の
数
値
は
本
書
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
木
書
の
方
を
と
る
べ
き
で
、
『
耶
蘇
会
士
日
本
通
信
』
こ
の
よ
う
に
し
て
、
本
書
の
歴
史
的
な
位
監
づ
け
は
果
た
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
担
の
作
成
さ
れ
た
元
亀
四
年
六
月
十
八
日
と
い
う
時
点
が
、
下
京
中
が
信
長
政
権
に
対
し
て
、
自
主
的
に
最
終
的
な
意
志
決
定
を
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
そ
の
後
の
統
一
政
権
に
京
町
組
が
吸
収
再
編
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
み
る
う
え
の
起
点
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
も
、
そ
れ
を
各
町
十
三
枚
宛
に
課
し
た
と
す
る
の
に
さ
ら
に
、
本
書
〔
口
〕
の
部
分
に
、
た
と
え
ば
、
「
西
の
ほ
り
そ
の
部
将
に
二
百
次
に
本
書
の
〔
イ
〕
I
〔ハ
〕
の
各
部
分
に
つ
い
て
、
若
干
そ
の
内
容
的
検
討
を
試
み
た
い
。
ま
ず
、
〔
イ
〕
の
部
分
に
み
え
る
下
京
の
町
組
の
問
題
で
あ
る
が
、
下
京
に
は
、
こ
の
時
点
で
五
組
五
十
四
町
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
数
字
は
、
た
と
え
ば
、
『
京
都
の
歴
史
』
（
第
四
光
!1
0
八
頁
）
で
、
五
の
方
に
、
事
実
関
係
の
誤
り
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
o
J
の
総
額
の
中
に
は
、
市
内
の
堀
を
深
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組
の
う
ち
、
元
亀
二
年
段
階
の
史
料
に
は
、
巽
組
と
七
町
半
組
の
二
つ
が
み
え
な
い
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
が
、
本
書
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
存
在
も
は
っ
き
り
す
る
し
、
七
町
半
組
が
、
す
で
に
一
二
町
組
と
い
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、
各
組
の
町
数
に
つ
い
て
も
、
同
書
で
は
、
中
組
一
八
町
、
艮
組
一
五
町
、
川
西
組
（
西
紐
）
一
―
町
と
し
て
い
る
が
、
本
書
で
は
中
組
が
一
九
町
で
あ
る
他
は
、
全
て
同
数
で
あ
り
、
巽
組
は
八
町
、
一
――
町
組
は
三
町
と
し
て
い
る
。
下
京
の
総
町
数
に
つ
い
て
も
、
『
公
同
沿
革
史
』
（
上
巻
七
四
頁
）
に
よ
る
と
、
後
代
の
記
録
で
は
あ
る
が
と
し
て
、
「下
古
京
＝
―
町
組
由
緒
書
」
（
占
出
町
有
記
録
）
を
あ
げ
、
信
長
公
御
上
洛
京
都
町
人
も
離
散
し
、
こ
な
た
か
な
た
と
相
残
る
在
家
も
上
京
下
京
と
わ
か
り
、
上
京
は
新
在
家
に
住
み
、
「
五
組
の
佗
事
ー
一
引
」
下
京
者
日
二
条
坊
門
迄
、
東
は
従
東
洞
院
西
は
油
小
路
ま
で
、
瀬
く
町
数
五
十
九
町
な
り
。
五
組
に
わ
か
り
、
艮
組
・
仲
組
・
三
丁
組
・
川
西
組
・
巽
組
と
相
成
る
。
と
、
五
十
九
町
で
あ
っ
た
と
し
、こ
れ
に
類
す
る
他
の
二
、
三
の
記
録
に
も
、
五
十
九
町
と
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
、い
ず
れ
も
、
十
七
世
紀
半
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
元
亀
四
年
段
階
の
状
況
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
本
書
の
も
っ
「
下
京
中
入
出
之
帳
」
と
い
っ
た
性
格
か
ら
考
れ
え
ば
、
出
銀
は
下
京
五
組
の
惣
町
に
均
等
に
課
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
、
そ
の
総
数
は
、
五
十
四
町
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
°
次
に
こ
の
五
組
五
十
四
町
の
位
樅
に
つ
い
て
は
、『
京
都
の
歴
史
』
（
同
ニ
ー
頁
）
の
挿
図
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
参
考
と
し
て
、
次
頁
に
転
賊
し
て
お
く
。
五
組
の
う
ち
、
こ
の
図
に
み
え
な
い
三
町
組
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
心
の
町
が
長
刀
鉾
町
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
現
町
名
と
し
て
も
〔
A
〕
の
地
区
内
に
確
認
で
き
る
°
巽
組
の
八
町
が
図
中
の
〔
D
〕
の
地
域
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
も
、こ
れ
ら
の
町
々
は
、
か
の
著
名
な
祇
園
祭
の
山
鉾
の
町
に
相
当
し
、
京
の
町
衆
の
生
活
の
場
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
下
京
町
衆
の
変
遷
や
、
そ
の
経
済
史
的
機
能
な
ど
に
つ
い
て
は
、
林
屋
辰
一
―
一
郎
氏
（
町
衆
の
成
立
『
中
世
文
化
の
抽
調
』
所
収
）
や
、
村
山
修
一
氏
（
『
都
市
生
活
の
源
流
』
）
・
高
尾
一
彦
氏
（
京
都
．
堺
・博
多
『
岩
波
諧
座
日
本
服
史
』
近
世
一
所
収
）
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
る
し
、
祇
園
祭
と
の
関
係
も
、
脇
田
晴
子
氏
（
中
世
の
祇
園
会
『
芸
能
史
研
究
』
―
―
一
号
）
が
ふ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
五
組
五
十
四
町
の
寄
銀
の
総
額
が
三
十
貫
百
八
十
六
匁
JI七
百
二
枚
と
な
っ
て
お
り
（
銀
一
枚
は
四
十
三
匁
の
換
n)、
そ
の
内
九
百
七
十
九
匁
余
が
か
れ
て
い
る
。
「
佗
事
」
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
下
京
中
に
所
在
し
た
有
力
寺
院
か
ら
も
、
十
八
カ
寺
か
ら
合
計
一
貫
四
十
五
匁
余
II銀
二
十
四
枚
余
を
徴
収
し
て
い
る
。
こ
こ
に
み
え
る
寺
院
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
文
の
補
注
に
示
し
た
よ
う
に
、
現
在
地
と
は
か
な
り
迎
っ
て
い
る
が
、
古
文
密
摘
録
(
-
―
-
）
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三
十
貫
二
百
五
十
二
匁
II七
百
三
枚
の
全
部
が
、
殿
様
」
か
ら
、
二
八
項
め
の
「
同
拾
匁
信
長
側
に
渡
さ
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
〔
口
〕
の
後
半
部
に
み
え
る
雑
多
な
用
途
項
日
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
o
〔
口
〕
の
部
分
の
ど
の
項
目
ま
で
が
信
長
側
に
渡
さ
れ
、
ど
の
部
分
が
町
方
の
諸
経
般
と
し
て
使
わ
れ
た
の
か
は
‘
[
ハ
]
部
分
の
再
集
計
の
と
こ
ろ
と
比
較
し
て
み
れ
ば
明
ら
か
と
な
る
。
つ
ま
り
、
〔
ハ
〕
に
よ
れ
ば
、
信
長
側
に
渡
さ
れ
た
銀
の
合
計
は、
の
額
を
〔
こ
の
諸
項
日
中
よ
り
摘
出
す
る
と
、
最
初
の
「
銀
拾
買
七
百
五
拾
匁
の
合
計
が
こ
れ
に
相
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
九
項
め
の
「
同
三
百
拾
四
匁
五
分
DB 
元ta3年ころの下京「町組」 下京においては「四条町ノ辻」が町並み
発展の〈核〉であった。そしてその「四条町」の中心をなしたものは，
中組という名の町組であった。この経済的実利の得やすい地域に結成さ
れた町組は，その後の町並みの発展のなかでも，上京におけると同様，
下京の「親町」として各町組の上に君臨したのである。なお，これらの
地図では示されないが，洛中の堀や小河川，さらには土地の莉低などの
条件が予想以上に拗いて，各町組の結合のありかたを規制していたこと
も考慮に入れておかねばならない。この点は上京・下京いずれの場合に
も共通するものである。
A. 中組所属の町々
B. 牛寅組所屈の町,,
C. 川西組所属の町々
D. 町並があったと推察される地区
（『京都の歴史』 4より転戟）
今
度
の
入
め
」
以
下
が
町
方
で
使
用
し
と
こ
山
殿
振
舞
」
ま
で
六
百
六
十
五
枚
余
と
あ
る
。
こ
の
か
の
明
細
害
で
あ
る
。
〔
イ
〕
の
で
集
め
た
銀
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
と
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
よ
う
に
〔
イ
〕
に
「
使
中
銀
の
日
記
」
・
「
逍
日
記
」
討
に
移
る
と
r
こ
れ
は
、
そ
の
冒
頭
次
に
〔
口
〕
．
〔
ハ
〕
の
部
分
の
検
た
銀
の
合
計
で
あ
る
。
七
百
三
枚
余
が
、
こ
の
時
集
め
ら
れ
て
の
惣
銀
三
十
貫
二
百
五
十
二
匁
II
で
き
る
。
町
組
と
寺
分
と
を
合
わ
せ
は
、
下
京
中
に
あ
っ
た
こ
と
が
冊
認
し
た
も
の
が
多
く
、
こ
の
時
点
で
る
町
割
制
度
の
実
施
に
よ
っ
て
移
動
そ
れ
は
、
天
正
十
九
年
の
秀
吉
に
よ
- 60-
た
諸
経
股
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
中
に
は
、
め
の
「
西
の
ほ
り
の
ほ
り
ち
ん
」
・
「
西
四
条
口
か
ま
へ
の
入
目
」
や
、
「
ふ
き
へ
り
」
・
「
西
洞
院
会
所
銀
あ
つ
め
申
入
め
」
・
「
方
々
へ
飛
脚
」
と
い
っ
た
語
雑
股
ま
で
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
o
〔
こ
の
合
計
が
六
百
九
十
三
枚
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
計
勾
上
の
不
一
致
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
て
、
〔
ハ
〕
の
方
に
集
計
上
の
誤
り
な
り
脱
落
な
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
、
そ
の
最
後
の
部
分
の
「
銀
子
以
上
、
〔
口
〕
．
〔
ハ
〕
の
邪
分
に
つ
い
て
、
そ
の
支
出
の
概
要
を
み
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
と
し
て
も
、
そ
れ
以
外
の
柴
田
勝
家
以
下
の
諸
将
に
対
し
て
、
か
な
り
き
め
の
細
か
い
献
銀
の
割
り
当
て
を
、
下
京
町
衆
が
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
0
こ
う
し
た
こ
と
は
、
さ
き
の
『
耶
縣
会
士
日
木
通
信
』
に
、
こ
れ
ら
の
銀
を
岐
阜
へ
届
け
た
と
あ
る
が
、
そ
の
神
経
の
使
い
方
に
異
常
な
も
の
が
あ
る
。
い
う
な
れ
は
、
南
北
朝
期
頃
か
ら
形
成
さ
れ
始
め
て
き
た
京
の
町
組
を
中
心
と
し
た
都
市
共
同
体
が
、
応
仁
・
文
明
の
乱
を
へ
て
、
と
く
に
そ
の
'1
治
的
要
素
を
拡
大
し
、
天
文
初
年
頃
ま
で
に
は
、
そ
の
組
織
も
か
な
り
固
定
化
し
た
も
の
と
な
り
、
町
ー
親
町
（
組
）
ー
上
下
京
衆
と
い
っ
た
系
列
で
、
月
行
事
•
寄
合
衆
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
領
主
の
地
子
銭
徴
収
を
も
拒
否
す
る
よ
う
な
組
綿
体
に
発
朕
し
た
の
で
あ
る
が
、
統
一
政
椛
と
し
て
の
信
長
の
入
京
に
よ
っ
て
、
上
京
・
下
京
と
も
完
全
に
屈
伏
し
、
近
世
的
な
封
建
都
市
民
と
し
て
再
編
成
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
次
に
、
中
世
の
京
都
お
よ
び
信
長
入
京
後
の
封
建
都
市
化
に
つ
い
て
、
従
来
の
主
な
研
究
史
に
よ
り
な
が
ら
、
本
害
の
歴
史
的
意
義
に
ふ
れ
て
み
た
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
信
長
の
入
京
後
の
京
都
の
変
化
お
よ
び
町
衆
の
対
応
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
従
来
、
比
較
的
多
く
あ
る
が
、
と
り
わ
け
、
町
組
制
古
文
古
摘
録
（
三
）
味
が
解
せ
な
い
。
囮
、
脳
史
的
怠
義
蚊
後
の
と
こ
ろ
に
み
え
る
「
弐
拾
枚
絨
十
端
を
銀
二
百
匁
で
購
入
し
、
し
か
し
な
が
ら
、
小
辿
日
記
」
以
下
は
、
そ
の
臨
そ
れ
を
殿
様
（
信
長
）
に
賠
っ
た
股
用
を
初
め
、
〔
こ
の
部
分
の
公
方
衆
」
と
い
っ
た
、
将
軍
義
昭
側
の
諸
将
へ
の
少
額
ず
つ
の
出
銀
や
、
前
述
し
た
よ
う
な
、
町
方
の
防
備
の
た
〔
口
〕
の
支
出
の
合
計
が
一
――
十
買
百
七
十
二
匁
JI
七
百
一
枚
余
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
〔
口
〕
の
方
が
よ
り
甚
本
的
な
も
の
で
あ
っ
こ
こ
で
と
く
に
注
日
す
べ
き
こ
と
は
、
殿
様
（
信
長
）
は
-61-
る
」
と
し
て
い
る
。
『
公
同
沿
革
史
』
（
二
冊
）
は
、
も
っ
と
も
そ
の
経
過
を
実
証
的
に
記
述
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
、
度
の
延
長
と
し
て
、
明
治
二
十
二
年
の
市
制
実
施
後
に
再
結
成
さ
れ
た
公
同
組
合
が
、
昭
和
十
五
年
の
解
体
時
に
お
い
て
、
そ
の
記
念
と
し
て
編
纂
し
た
魚
澄
惣
五
郎
氏
は
、「
室
町
時
代
に
お
け
る
京
都
の
商
業
」
（
歴
史
と
地
理
第
十
五
巻
六
号
）
に
お
い
て
、
京
都
の
商
業
都
市
的
な
発
展
経
過
と
、
そ
れ
を
担
っ
た
町
人
の
性
格
に
ふ
れ
、
鎌
倉
期
に
、
す
で
に
本
座
町
人
（
主
に
上
京
）
と
祇
園
社
神
人
（
下
京
）
と
い
っ
た
地
域
的
な
性
格
の
相
違
が
み
ら
れ
、
南
北
朝
期
に
は
、
は
っ
き
り
と
、
上
京
・
下
京
に
わ
か
れ
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
下
京
に
至
っ
て
は
、
住
民
が
比
較
的
下
層
階
級
に
属
す
る
も
の
が
多
く
」
、
主
に
京
都
市
民
の
消
股
生
活
を
さ
さ
え
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
上
京
は
、
朝
廷
・
器
府
と
密
着
し
た
酒
屋
・
土
倉
な
ど
の
初
期
特
権
資
本
が
多
く
、
下
京
と
は
対
象
的
な
町
と
し
て
発
展
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
京
都
と
信
長
政
権
と
の
関
係
を
、
最
初
に
問
題
と
し
た
の
は
、
三
浦
周
行
氏
の
「
信
長
秀
吉
の
都
市
政
策
」
（
脳
史
と
地
理
第
二
五
巻
一
号
）
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
町
組
の
自
治
的
性
格
の
指
摘
と
、
信
長
入
京
に
際
し
て
の
矢
銭
の
賦
課
に
対
す
る
、
上
京
・
下
京
の
対
応
の
相
迎
が
述
べ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
叙
述
は
『
原
本
信
長
公
記
』
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
詳
細
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
京
焼
打
ち
後
の
信
長
の
京
都
支
配
の
諸
政
策
に
つ
い
て
は
、
地
子
銭
の
免
除
•
関
所
の
撤
廃
・
精
銭
令
の
発
布
•
楽
市
楽
座
令
の
施
行
と
い
っ
た
封
建
都
市
化
の
諸
政
策
に
ふ
れ
、
そ
れ
が
、
秀
吉
に
継
承
さ
れ
て
い
く
経
過
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
研
究
を
う
け
て
、
藤
田
元
春
氏
の
『
平
安
京
変
遥
史
』
（
昭
和
五
）
は
、
上
下
京
の
町
組
の
組
織
化
は
、
応
仁
乱
後
で
あ
り
、
上
下
京
の
境
は
二
条
通
で
あ
っ
た
こ
と
、
「
天
文
頃
に
な
る
と
、
京
都
に
は
上
京
や
下
京
に
於
て
の
町
が
、
座
組
合
の
外
に
町
そ
れ
自
身
で
有
力
な
組
合
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
」
こ
と
を
あ
げ
、
信
長
入
京
後
に
関
し
て
も
、
初
め
て
キ
リ
シ
ク
ソ
宜
教
師
関
係
の
記
録
を
使
用
し
て
、
や
や
詳
細
な
経
過
を
述
べ
て
い
る
°
ま
た
、
天
正
十
八
年
の
秀
吉
に
よ
る
町
割
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
下
京
地
域
は
古
町
と
し
て
手
を
つ
け
な
か
っ
た
こ
と
を
の
べ
、
「
今
も
祇
園
の
氏
子
の
中
心
た
る
三
条
五
条
間
、
東
洞
院
油
小
路
の
町
並
は
、
方
―
町
の
町
割
で
あ
戦
後
に
な
っ
て
、
前
述
し
た
林
屋
辰
三
郎
氏
の
研
究
が
出
さ
れ
、
京
の
町
衆
の
形
成
が
、
南
北
朝
内
乱
以
後
の
周
辺
部
の
批
民
の
動
き
と
対
比
し
た
型
で
、
中
世
都
市
民
に
転
化
し
て
い
く
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
と
く
に
、
町
衆
の
宗
教
と
し
て
法
華
宗
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
土
一
揆
と
の
対
抗
関
係
に
お
い
て
、
町
衆
と
法
華
一
揆
が
反
動
化
し
、
封
建
領
主
に
対
し
て
は
、
独
自
に
反
封
建
斗
争
を
組
ん
で
い
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
信
長
の
入
京
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此
入
め
弐
貫
八
百
文
西
ノ
組
へ
渡
ス
中
組
ふ
出
ス
わ
り
八
百
文
出
ス
古
文
書
摘
録
（
三
）
畠
山
殿
江
巽
の
組
ふ
室
町
御
殿
江
五
組
ふ
五
人
出
ル
公
方
様
年
頭
御
礼
二
罷
出
申
候
天
文
六
年
正
月
＝
l
日
下
古
京
仲
之
組
六
角
町
古
帳
之
写
」
と
い
う
記
録
が
あ
こ
こ
で
、
本
書
と
の
関
連
か
の
ま
え
に
、
「
町
衆
は
専
制
君
主
の
前
に
は
全
く
無
力
」
で
あ
り
、
「
か
く
し
て
町
は
新
し
い
封
建
的
専
制
支
配
の
う
ち
に
組
入
ま
れ
て
し
ま
う
。
」
（
前
掲
「町
衆
の
成
立
」
ニ
―
三頁）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
村
山
修
一
氏
の
町
衆
に
対
す
る
規
定
は
若
干
異
な
っ
て
お
り
、
町
衆
は
、
そ
の
内
部
に
富
裕
層
と
下
陪
階
級
と
い
っ
た
階
級
的
対
立
を
は
ら
み
な
が
ら
も
、
室
町
郡
府
の
権
威
失
墜
と
い
う
政
治
的
空
白
に
対
処
す
る
た
め
に
、
「
勢
い
み
づ
か
ら
の
防
衛
力
を
強
化
し
、
団
結
を
固
め
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
か
く
て
い
ま
ま
で
は
統
一
な
く
み
え
た
町
人
恩
の
、
富
裕
陪
を
中
心
と
す
る
稲
極
的
な
自
衛
行
動
に
よ
っ
て
、
政
治
的
な
秩
序
が
漸
次
明
確
と
な
り
、
町
々
連
合
に
よ
る
都
市
自
治
の
政
治
的
階
層
関
係
が
樹
立
さ
れ
て
く
る
。
い
わ
ゆ
る
町
衆
の
言
葉
は
こ
こ
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
プ
ル
ジ
ョ
ワ
的
自
治
体
に
組
み
込
ま
れ
た
町
人
の
総
称
た
る
意
味
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
。
」
（
前
掲
『
都
市
生
活
の
源
流
』
二
九
七
頁
）
と
い
う
み
か
た
を
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
町
衆
の
規
定
に
つ
い
て
は
両
者
間
に
相
違
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信
長
入
京
後
の
町
衆
の
封
建
都
市
民
と
し
て
の
再
編
成
過
程
の
把
握
は
同
一
で
あ
る
。
こ
の
点
、
高
尾
一
彦
氏
も
「
京
都
・
堺
・
博
多
」
（
前
出
）
に
お
い
て
、
全
国
的
な
市
場
形
成
お
よ
び
商
品
流
通
の
観
点
か
ら
京
都
を
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
信
長
政
権
に
対
し
て
は
「
都
市
の
圧
伏
と
再
編
成
」
と
い
う
評
価
を
し
て
い
る
。
以
上
が
、
こ
れ
ま
で
の
京
都
お
よ
び
町
衆
の
研
究
と
、
っ
て
、
そ
れ
に
、
信
長
政
権
下
の
変
質
過
程
と
に
ふ
れ
た
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
ら
、
信
長
入
京
前
後
に
限
っ
て
、
信
長
の
京
都
支
配
お
よ
び
下
京
の
そ
れ
え
の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
前
出
の
『
公
同
沿
革
史
』
（
上
巻
五
六頁）
に
よ
る
と
、
下
京
に
「
年
頭
御
拝
礼
参
府
濫
郎
之
拍
- 63-
た
。
そ
れ
が
次
の
文
書
で
あ
る
。
あ
る
が
、 一
、
其
町
々
ノ
年
寄
衆
連
判
申
せ
ら
る
へ
き
事
一
、
信
長
御
折
紙
可
有
御
取
候
事
組
定
と
い
っ
た
記
録
が
み
え
、
こ
の
時
点
で
、
下
京
町
組
か
ら
幕
府
側
に
一
定
額
の
礼
銭
を
献
上
す
る
と
い
っ
た
懺
習
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
費
用
の
町
割
別
の
徴
収
方
式
も
、
本
書
に
記
さ
れ
て
い
る
信
長
へ
の
献
銀
と
同
一
点
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
書
に
は
、
後
に
野
田
只
夫
氏
に
よ
っ
て
「
下
京
文
書
ー
―
―
一
条
烏
丸
嵌
頭屋
町
文
書
」
（
日
本
史
研
究
三
五
•
三
六
号
）
と
し
て
、
詳
細
に
紹
介
さ
れ
た
こ
の
期
の
下
京
関
係
の
古
文
書
も
多
く
収
録
さ
れ
て
お
り
、
永
禄
十
一
年
九
月
以
降
の
信
長
の
京
都
支
配
の
状
況
を
、
か
な
り
詳
細
に
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
本
書
と
関
連
す
る
元
亀
四
年
時
点
の
も
の
を
引
用
す
る
と
、
ま
ず
、
永
禄
十
二
年
二
月
の
信
長
の
撰
銭
令
に
対
す
る
請
害
と
し
て
、
精
銭
の
御
制
札
並
追
加
御
文
言
の
旨
を
も
っ
て
料
足
之
取
遣
の
段
、
為
年
寄
町
中
へ
可
申
付
由
、
被
仰
出
候
間
、
不
可
有
油
断
候
、
此
低
相
背
候
ハ
ハ
、
日
本
大
小
神
祇
、
殊
ニ
ハ
法
華
三
十
番
神
御
罰
を
裁
申
者
也
、
一
、
諸
口
よ
り
米
上
候
様
二
御
佗
言
事
（元
fCl
四
カ
）
四
列
月
八
日
の
寄
合
也
、
と
あ
り
、
法
華
宗
に
起
請
し
、
組
定
な
る
も
の
が
付
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
自
治
的
結
合
の
強
い
こ
と
が
伺
わ
れ
る
の
で
一
方
に
お
い
て
、
そ
の
組
定
の
第
一
条
に
あ
る
よ
う
に
、
「
信
長
御
折
紙
」
（
朱
印
状
の
こ
と
か
）
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
元
亀
四
年
の
も
の
と
す
れ
ば
、
上
京
焼
打
直
後
の
も
の
と
な
る
。
さ
ら
に
、
本
書
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
六
月
十
八
日
に
信
長
側
に
多
額
の
献
銀
を
済
ま
せ
た
後
、
信
長
が
最
終
的
に
将
軍
義
昭
を
追
伐
す
る
過
程
の
七
月
の
段
階
で
、
下
京
は
信
長
の
朱
印
状
を
手
に
入
れ
る
べ
く
、
徳
山
秀
網
に
斡
旋
を
頼
ん
で
い
（
下
略
）
但
し
大
割
六
角
堂
二
而
寄
合
申
候
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下
京
町
人
中
七
月
朔
日
御
朱
印
元
亀
四
馳
走
状
如
件
、
そ
の
結
果
、
同
日
付
で
、
次
の
様
な
信
長
の
朱
印
状
を
得
て
い
る
が
下
京
中
七
月
一
日
徳
山
秀
網
申
入
候
へ
共
、
従
我
等
如
此
候
、
早
々
御
下
奉
期
候
、
恐
懐
謹
言
、
尚
以
急
如
何
候
哉
、
早
々
御
下
尤
候
、
六
日
之
御
上
洛
ハ
必
定
候
以
上
、
御
朱
印
之
事
御
金
子
入
た
る
妹
候
、
目
出
度
存
候
、
我
等
ま
で
欄
足
此
事
候
、
以
上
急
度
令
申
候
、
初
来
六
日
二
御
上
洛
候
、
然
者
弥
々
下
京
中
之
儀
、
無
異
儀
諸
事
御
免
除
之
旨
、
対
柴
田
被
仰
出
候
、
其
比
よ
り
御
朱
印
之
俄
を
御
訴
訟
之
事
、
此
硼
猶
以
被
下
候
様
二
と
、
一
昨
日
廿
九
日
二
被
中
上
候
、
則
翌
日
昨
日
晦
日
二
被
成
御
朱
印
候
、
下
京
中
諸
除
事
候
、
此
者
ニ
可
進
候
へ
共
、
大
事
之
御
害
物
之
事
候
、
御
礼
労
々
誰
に
て
も
御
下
可
有
候
、
可
被
相
渡
之
由
候
、
千
秋
万
歳
目
出
度
斗
候
、
柴
修
以
木
札
可
被
従
波
前
理
申
候
条
、
陣
取
並
不
可
有
新
儀
、
諸
役
非
分
等
、
於
有
辿
背
之
族
者
、
可
加
成
敗
、
地
子
銭
之
事
、
如
前
々
万
此
方
奉
行
人
収
納
可
令
こ
れ
に
よ
る
と
、
下
京
に
対
す
る
新
俄
諸
役
は
免
除
さ
れ
て
い
る
が
、
地
子
銭
は
、
こ
れ
以
前
か
ら
、
そ
の
奉
行
人
（
村
井
貞
勝
）
が
確
実
に
収
納
し
て
お
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
に
お
い
て
も
、
地
子
銭
が
免
除
さ
れ
た
可
能
性
は
少
な
い
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
こ
の
時
の
軍
事
行
動
の
中
心
で
あ
っ
た
柴
田
勝
家
か
ら
も
、
「
下
京
中
陣
取
、
並
新
緞
諸
役
有
之
間
敷
旨
、
被
成
御
朱
印
上
者
、
柳
相
迎
不
可
有
之
条
、
可
被
得
其
意
候
、
若
非
分
儀
申
懸
族
有
之
者
、
押
置
可
被
申
越
候
、
重
而
得
御
意
、
急
度
成
敗
可
申
付
候
、
恐
々
謹
言
、
下
京
中
」
と
い
っ
た
書
状
を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
従
来
よ
り
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
信
長
の
京
都
古
文
芯
摘
録
(
-
―
-
）
七
月
四
日
、
柴
田
修
理
亮
勝
家
、
-65-
で
あ
る
。
村
井
長
門
守
一
、
京
中
地
子
銭
永
代
令
赦
免
畢
、
若
従
公
家
寺
社
方
地
子
銭
之
内
収
納
有
来
る
分
者
、
替
地
を
相
計
り
以
可
致
沙
汰
事
一
、
諸
役
免
許
之
事
信
長
一
、
鰊
寡
孤
独
の
者
見
計
、
扶
持
方
可
令
下
行
之
事
一
、
天
下
一
号
を
取
者
、
何
の
道
に
て
も
大
切
な
る
事
也
、
但
京
中
諸
名
人
と
し
て
内
評
談
有
て
可
相
定
事
一
、
儒
道
学
之
学
に
心
を
砕
き
国
家
を
正
さ
ん
と
深
く
志
を
励
す
者
、
或
忠
烈
之
者
、
尤
大
切
な
る
事
候
条
、
下
行
地
他
に
異
二
相
計
べ
く
、
又
其
器
の
広
狭
能
尋
問
、
可
告
知
之
事
右
条
々
相
計
可
申
付
者
也
元
亀
四
年
七
月
吉
日
と
あ
り
、
こ
の
第
一
条
め
に
あ
る
「
京
中
地
子
銭
赦
免
」
の
意
味
が
、
下
京
を
も
含
ん
だ
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
点
を
ど
う
理
解
す
る
か
問
題
で
あ
る
が
、
『
京
都
の
歴
史
』
（
四
巻
一
〇
八
頁
）
に
み
え
る
「
元
亀
四
年
下
京
五
組
地
子
銀
帳
写
」
（
原
史
料
を
実
見
し
て
い
な
い
が
）
な
ど
の
伝
存
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
従
来
の
考
え
と
は
異
な
っ
て
、
地
子
銭
免
除
は
上
京
の
み
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
下
京
に
対
し
て
は
地
子
銭
免
除
の
措
置
は
取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
信
長
の
京
都
支
配
に
お
け
る
下
京
の
特
異
な
位
置
が
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
入
京
以
来
一
貫
し
た
態
度
で
あ
っ
た
。
下
京
を
焼
打
ち
し
な
か
っ
た
理
由
も
、
本
書
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
多
額
の
献
銀
の
意
味
も
、
そ
う
し
た
下
京
の
も
つ
歴
史
的
性
格
、
つ
ま
り
、
京
都
市
民
の
日
常
生
活
と
密
着
し
た
形
で
の
商
業
活
動
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
点
や
、
信
長
権
政
の
都
市
政
策
お
よ
び
そ
れ
を
中
核
と
し
た
領
国
制
的
な
商
品
流
通
機
構
の
賂
備
補
強
と
い
っ
た
経
済
政
策
の
点
か
ら
も
、
ま
っ
さ
き
に
信
長
政
権
に
吸
収
再
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
わ
け
定
奉
行
・
村
井
貞
勝
に
対
す
る
定
書
に
（
一
九
七
二
•
四
・
―
二
）
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